令和３年９回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年９月２９日（水）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時２０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　　

	出席委員

（２０名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	永　井　　　恒
	大　山　理　晴

	
	
	勝　股　増　夫
	伊　藤　征　史

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	
	
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（３名）
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	渡　邉　美　孝
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦


	付議事項

議第１号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第３号　　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について
議第４号　　土地現況確認申請について
議第５号　　瑞浪市農業委員会の農地利用最適化推進委員の委嘱に
関する規則の一部を改正する規則の制定について
議第６号　　瑞浪市空き家に付随する農地の別段面積取扱要領の一部
を改正する告示の制定について

議第７号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
付議の内容については別紙のとおり


	会　長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第９回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、安田清和委員、板橋茂晴委員、渡邉美孝委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１１名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、奥村正子委員と櫻井公紀委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

有我俊春委員、説明をお願いします。

	有我委員
	去る９月２１日に、勝股増夫委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の４名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が６筆で、合計面積924㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第１号　農地法第３条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は１件の申請がありました。
では、議案集の２ページと３ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　３－１８番）
申請地は、陶町水上地区にあります浄円寺の東側に位置しております。
本申請は、譲渡人の一人は、高齢であること、また、もう１人は、近隣に住んでおらず、耕作できないことから、近隣に居住し耕作の便がよい譲受人に、贈与する申請をするものです。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は、２，８８７㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
以上、議第１号　農地法第３条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
有我委員、説明をお願いします。

	有我委員
	議第２号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、１１件であります。

内容といたしましては、田が１１筆、畑が４筆で、合計面積5,798.43㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	　それでは、議第２号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集では、４ページから２６ページになります。
今月は１１件の申請がありました。
では、議案集の８ページと９ページ、５－５６番をご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５６番）
申請地は、明世町戸狩地区、瑞浪インターのから南西方向へ約３００ｍに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、用悪水路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、使用借人は現在、アパートに住んでいますが、家族が増え手狭となったため、妻の父親から申請地を借り受け、戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１０ページ、１１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５７番）
申請地は、土岐町市原地区を通ります国道１９号の姥ヶ下交差点のすぐ東に位置しております。
１１ページの図面をご覧ください。
今回の案件は、３筆の土地の上に、既に住宅が建築されております。
まず、一番右の「一体利用地」とあります土地は、登記地目が宅地ですので農地法の適用外になります。真ん中の「土地－２」は、自己の所有ですが、登記地目が田ですので、このあとの第４号議案　土地現況確認申請についてで、ご説明申し上げます。今回の５条申請は、「５－５７」についてです。
周辺の状況は、宅地、譲渡人の農地に囲まれておりますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が自身の住宅用地とするよう申請地を贈与にて取得するものですが、住宅自体は、昭和５６年に建築済みでありますので、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１２ページ、１３ページをご覧ください。
５－５８番、５－５９番は、同じ内容の申請になりますので、合わせて説明させていただきます。
（議案書の内容を説明　５－５８番）
続きまして、５－５９番です。
（議案書の内容を説明　５－５９番）
リニア中央新幹線のトンネル工事の関係です。
申請地は、日吉町南垣外地区に位置しております。
まず、この申請は、市の落合橋架け替え工事により、橋の通行ができなくなるため、工事共同企業体が、独自に橋と通行用道路を造ったところから始まっています。
この落合橋の架け替え工事が１１月中旬頃に完了し、通行が可能となるため、今後、橋の取り壊しにかかるのですが、今度は同じ南垣外地区にあります工事車両待機場が、市の農免道路拡幅工事により使用できなくなるため、その代替地として利用したいと申請がありました。
１３ページの図面をご覧ください。上が変更前の、現在の配置図で、下が変更後の、工事車両待機場として利用した場合の配置図になります。
上の図面で、青色の「５－５８」と、茶色の「５－５９」は、現在、道路として使用している部分です。この道路部分は、鉄道事業者が行う索道事業にあたるため、転用許可が不要でしたので、申請としては、今回が新規の申請となります。
また、赤色の「５事変－２」と、緑色の「５事変－３」については、令和２年１０月２６日に、「転用目的：田の表土置場及び資材置場」ということで、既に転用許可が下りておりますので、今回は事由変更ということになります。こちらは、このあとの「第３号議案　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について」で、説明をさせていただきます。
今回の申請、５－５８番と５－５９番については、既に道路として利用しているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請地は、農振農用地から除外された農地で、転用期間：令和８年６月３０日までの一時転用であり、事業者から農地復元の誓約書が提出され、農地へ戻ることが担保されているため、一時転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、１４ページ、１５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６０番）
申請地は、稲津町萩原大牧地区、広池学園の入口付近に位置しております。
周辺の状況は、山林、雑種地、及び赤道に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が大牧地区で維持管理している墓地の駐車場として、お参りに来る方に利用してもらうよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、１６ページ、１７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６１番）
申請地は、明世町月吉地区に位置しております。
前回の８月総会において、太陽光発電施設の面積を減らすという変更がありましたが、その際に施設から除外された部分の申請になります。
周辺の状況は、赤道、用悪水路、及び太陽光発電施設への転用申請のある農地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が自己の事業の資材置場、及び駐車場として利用するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、１８ページ、１９ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６２番）
申請地は、明世町にあります瑞浪インターから、南西方向へ約５００ｍに位置しております。
周辺の状況は、用悪水路、宅地、及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が一体利用地と合わせて、４区画の宅地分譲を行うよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２０ページ、２１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６３番）
申請地は、市役所のすぐ上、国道１９号沿いに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が申請地を取得し、アウトドア用品の展示施設として、自身が経営する法人に貸し出すよう申請するものであります。　　
しかし、平成２８年頃から既にそのように利用しているため、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、都市計画用途区域の近隣商業地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２２ページ、２３ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６４番）
申請地は、土岐町下沢地区、下沢公民館から北東方向へ約２００ｍに位置しております。
周辺の状況は、雑種地、国土交通省の瑞浪恵那道路予定地及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、２４ページ、２５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６５番）
申請地は、土岐町桜堂地区、「ディサービスセンターさくら」の南側に位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、宅地及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、２４ページ、２６ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６６番）
申請地は、先ほどと同じ「ディサービスセンターさくら」の東側になります。
周辺の状況は、公衆用道路、雑種地及び譲渡人の農地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山委員
	　工事期間が延びるということがありますか。

	水野
局長補佐
	　現在は、令和８年６月３０日までとなっておりますので、それまでに撤去し、農地に復元してもらいます。
　工事の都合によって期間延長されることがあるかもしれませんが、その場合には、事由変更の申請をしてもらいます。

	大山委員
	　５－６５番と５－６６番ですが、分筆し残った農地は、どうする予定ですか。また1,000㎡より若干少ない面積ですが、開発承認は必要ないですか。

	水野
局長補佐
	　開発協議については、1,000㎡を超えると、都市計画課による開発協議の対象となります。
都市計画課の担当者に相談しましたら、1,000㎡という数字で区分けいている以上、それに満たない場合は、開発協議の対象とならないという回答でありました。
また、分筆して残った農地については、許可書を渡す際に、土地所有者にしっかり耕作をするように話したいと思います。　

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第３号「農地転用許可後の事業計画変更承認申請について」を議題といたします。
有我委員、説明をお願いします。

	有我委員
	議第３号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請につきましては、２件であります。

内容といたしましては、田が２筆で、合計面積2,031㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	水野
局長補佐
	それでは、議第３号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請について、ご説明申し上げます。
議案集の２７ページと２８ページ、それと１２ページと１３ページをお願いします。　
先ほどの５条申請、リニア中央新幹線のトンネル工事の関係です。
２７ページの番号２と、２８ページの番号３を一緒に説明させていただきます。
所有者が２人いますので、２つの申請となっております。
（議案書の内容を説明　５事変－２番　５事変－３番）
本申請は、令和２年１０月２６日付け、岐阜県指令にて転用許可を受けた、転用目的「田の表土置場、及び資材置場」に係る事業計画変更でございます。
その場所というのが、１３ページ　上の図面の赤色と緑色の部分です。所有者ごとに色が分けてあります。
今回の申請は、転用目的、面積及び一時転用期間の変更になります。
今までの工事車両待機場が、市の農免道路拡幅工事により使用できなくなるため、その代替地として使用するよう転用目的に追加するものです。
これにより一時転用期間の終わりを、令和６年５月３１日から令和８年６月３０日に変更します。
面積は、市道の拡幅により土地が分筆されておりますので、面積も変更となります。
　本申請は、事業転用者の故意、又は重大な過失によるものではないこと、等のすべての承認条件に該当しますので、承認することに問題はないものと考えます。
　　
　以上、議第３号　農地転用許可後の事業計画変更承認申請に係るご説明とさせていただきます。
　ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地転用許可後の事業計画変更承認申請について」、申請のとおり事業計画の変更を相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員賛成）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり変更が相当出あるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第４号「土地現況確認申請について」を議題といたします。
有我委員、説明をお願いします。

	有我委員
	議第４号　土地現況確認申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、田が１筆で、面積85㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	水野
局長補佐
	それでは、議第４号　土地現況確認申請について、ご説明申し上げます。議案集の１０ページと１１ページ、それから２９ページをお願いします。
先ほどの第５条申請、５－５７と同じところです。
（議案書の内容を説明　土地－２番）
まず、土地現況確認申請には、２種類あります。
1 農地転用許可を受けた場合
2 　②農地転用許可を受けていない場合ですが、今回の申請は、②農地転用許可を受けていない場合の方になります。
　この場合の証明条件は、現況が農地でなくなってから、２０年を経過していること。また、宅地の場合は、課税証明など農業委員会以外の公的機関が発行する証明書により、農地でなくなった事実及び時期が証明できる場合に限られます。
　今回の申請にあてはめると、現在ある建物は、税務課の固定資産評価証明書から昭和５６年に建築されており、計算すると約４０年経過していること。また、その間、農地性のない状態が続いていたことが確認できるので、証明の条件を満たしております。
従って、瑞浪市農業委員会として、この土地現況確認を承認することに問題はないと考えます。
以上、議第４号　土地現況確認申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第４号「土地現況確認申請について」、申請のとおり相違ない旨の意見をすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長　
	全員賛成ですので、議第４号は、申請のとおり相違ない旨の意見を添えて、岐阜県知事に進達することに決定いたします。
次に、議第５号　瑞浪市農業委員会の農地利用最適化推進委員の委嘱に関する規則の一部を改正する規則の制定について、及び議第６号　瑞浪市空き家に付随する農地の別段面積取扱要領の一部を改正する告示の制定について、を議題といたします。
この２つは関連がありますので、一緒に審議を行います。
事務局より説明をお願いします。

	水野
局長補佐
	それでは、議第５号　瑞浪市農業委員会の農地利用最適化推進委員の委嘱に関する規則の一部を改正する規則の制定について、及び議第６号　瑞浪市空き家に付随する農地の別段面積取扱要領の一部を改正する告示の制定について、ご説明申し上げます。
この２つの改正については、同じ内容の改正になりますので、いっしょに説明をさせていただきます。
議案集の３０ページから４２ページをお願いします。
３０ページから３５ページが、議第５号の農地利用最適化推進委員の委嘱に関する規則の改正で、３６ページから４２ページが、空き家に付随する農地の別段面積取扱要領の改正になります。
３１ページの上から３段目、【制定趣旨】をお願いします。
今回の改正の内容は、行政手続における押印見直しにより、手続の簡素化を図るため様式の整備を行う、難しいことが書いてありますが、申請書に認印は不要とするので、氏名の後ろにある「印」の字を削除するものです。
まず、この「瑞浪市農業委員会の農地利用最適化推進委員の委嘱に関する規則」については、平成２８年の制定で、農地利用最適化推進員委員の選出方法、推薦・応募の手続き等を定めた規則になります。
３２ページの３つの赤線のところに、「印」という字がありましたが、今回、削除します。３３ページの中段、３４ページの中段も同様に削除します。
次に、３６ページからの「瑞浪市空き家に付随する農地の別段面積取扱要領」も同じです。この要領は、平成３０年の制定で、市の空き家バンクに登録された空き家と一緒に付随する農地を取得する場合には、最低経営面積を2,000㎡から10㎡に変更するといった特例を設けたものです。３８ページの上段、４０ページ、４１ページの氏名の後ろにあった「印」という文字を削除します。
ただし、今回の改正では、個人が農業委員会に提出する申請書の認印は不要としますが、農業委員会から出す文書には、「印」はそのまま残すこととします。
また、本改正の施行日は、令和３年１０月１日としたいと思います。
以上、議第５号、及び議第６号の規則改正、要領改正の説明とさせていただきます。
ご審議のほど、よろしくお願いします。　

	議　長
	では、これより議第５号、及び議第６号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第５号「瑞浪市農業委員会の農地利用最適化推進委員の委嘱に関する規則の一部を改正する規則の制定について」、及び議第６号「瑞浪市空き家に付随する農地の別段面積取扱要領の一部を改正する告示の制定について」、提案のとおり改正することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第５号、及び議第６号は提案のとおり改正することに決定いたします。
次に、議第７号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	水野
局長補佐
	それでは、　議第７号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案集の４３ページから４７ページをお願いします。
申請番号４０番は、釜戸町字下大久後の田９筆、と畑を、借受人に、令和３年１０月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは再設定・更新になります。

場所は４５ページをご覧ください。この地図は釜戸町大久後地区、恵那市との境界付近になります。
　続きまして、申請番号４１番は、土岐町字欠ノ下の田２筆を、借受人　に、令和３年１０月１日から３年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは新規になります。
場所は４６ページ、旧１９号沿いにあります瑞浪警部交番のすぐ北側になります。
　続きまして、申請番号４２番は、土岐町字上今尻の田を、借受人に、令和３年１０月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは新規の設定になります。

場所は４７ページ、土岐町にあります「きなぁた瑞浪」のすぐ前になります。
以上、議第７号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第７号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	加納委員
	　申請番号４１についてですが、この田は今年、作付けされておりませんが、今後、作付けするということでしょうか。

	水野
局長補佐
	　この申請は、令和３年１０月１日から新規の利用権設定となっておりますので、これから借受人が耕作をされると認識しております。

	大山委員
	　ここは農振農用地ですか。

	水野
局長補佐
	　都市計画の用途区域の中になりますので、農振農用地ではありません。

	議　長
	みなさんに、今後の状況確認をお願いしたいと思います。

	議　長
	　みずなみアグリ株式会社は、どういう会社ですか。

	勝股（重）
委員
	　きなぁた瑞浪の経営母体です。
　きなぁた瑞浪は店の名前で、会社としては、みずなみアグリ株式会社になります。

	大山委員
	　申請番号４０番の１０筆は、すべて農振農用地ですか。

	日比野主事
	　釜戸町の１筆を除いて、残り９筆は農振農用地です。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	他にはないようですので、お諮りいたします

議第７号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員賛成）

	議　長
	全員賛成ですので、議第７号は、計画案のとおり決定いたします。
それでは以上をもちまして、令和３年第９回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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